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一
体
宗
純
の
社
牧
賛
に
つ
い
て

序

一
体
宗
純

（
一
三
九
四
を

一
四
八
一
）
の
一
代
の
詩
偶
集

『
狂
雲
集
』
に
は

数
多
の
詩
人
賛
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
体
自
身
の
詩
作
の
傾
向
を

顕
彰
す
る
だ
け
で
な
く
、
室
町
時
代
中
葉
の
禅
林
詩
壇
の
嗜
好
し
た
唐
土
の
詩

文
を
知
る
上
で
も
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
禅
僧
が
祖
述
し
た
古
典
た
る
唐
宋

の
文
人
の
中
、　
一
体
の
賛
が
最
も
多
く
認
め
ら
れ
る
の
は
、
晩
唐
の
社
牧
之
と

北
宋
初
期
の
林
和
靖
の
二
詩
家
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
杜
牧
賛
を
採

り
上
げ
る
。
具
体
的
に
は
、
第

一
に
、
賛
の
詩
語
の
所
出
を
確
認
し
典
拠
詩
及

び
典
拠
資
料
を
検
証
す
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
第
二
に
、
そ
う
し
た
典
拠
が
当
代

五
山
に
あ

っ
て
、
い
か
な
る
評
価
を
有
し
て
い
た
か
を
考
察
し
て
い
く
。
そ
の

過
程
で
、　
一
体
の
大
陸
文
学
享
受
の
系
譜
に
関
す
る
問
題
を
提
示
し
、
賛
詩
の

特
質
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

中

一

一体わけ卿叢に次の七絶がある。

‐００
遮
眼
乾
坤
酔
裏
徒
　
　
眼
を
遮
る
乾
坤
酔
裏
の
徒

無
能
瀬
性
世
間
疎
　
　
無
能
に
し
て
瀬
性
世
間
に
疎
な
り

楊
妃
金
穴
風
流
寵
　
　
楊
妃
の
み
金
穴
風
流
の
寵

雨
露
君
恩

一
滴
無
　
　
雨
露
の
ご
と
き
君
恩

一
滴
も
無
し

初
旬

「
遮
眼
」
と
は
公
案
を
典
故
と
し
た
禅
語
で
あ
る
。
眼
を
閉
じ
る
と
い
う

意
味
だ
け
で
な
く
、
閉
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
見
る
と
も
な
く
物
の
見
え
て
く
る

境
地
を
示
す
。
以
下
、
傍
目
に
は
酔
裏
の
徒
の
中
に
あ
る
不
遇
の
社
牧
に
仮
託

し
て
、
そ
の
悲
憤
に
自
ら
の
憂
情
を
重
ね
た
杜
牧
像
を
展
開
し
て
い
る
。　
一
方
、

構
成
的
に
は
、
杜
牧
自
身
の
詩
作
の
語
を
忠
実
に
踏
襲
し
、
自
作
に
組
み
入
れ

る
と
い
う
形
を
と

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
詩
文
か
ら
の
引
用
は
一
体
の
詩
人
賛

に
多
く
見
ら
れ
、
こ
の
作
品
の
契
機
が
特
別
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

36



今
か
り
に
、
現
在
最
も
普
及
し
て
い
る
、
清
代
の
馬
集
梧
が
注
を
施
し
た

『癸
川
詩
集
注
』
を
続
く
と
、
こ
の
賛
の
発
想
は
、
第
二
巻
の
冒
頭
に
収
め
ら

れ
た

「華
清
宮
三
十
韻
」
と
い
う
五
言
古
詩
、
中
で
も
特
に

「雨
露
偏
金
穴
、

乾
坤
入
酪
郷

（雨
露
金
穴
に
偏
く
、
乾
坤
酔
郷
に
入
る
ビ

の
一
連
に
拠
っ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
杜
牧
の
こ

の
排
律
は
、
中
唐
以
降
晩
唐
に
か
け
て
流

行
し
た

「宮
詩
」
、
特
に
玄
宗

・
貴
妃
の

悲
恋
を
題
材
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
労
作

で
は
あ
る
が
、
こ
の
詩
語
を
含
め
特
に
個

性
的
な
表
現
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し

『狂
雲
集
』
所
収
の
社
牧
賛
八
首
の

中
で
こ
の
七
絶
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、　
一

体
が
こ
の
排
律
を
い
か
な
る
資
料
に
よ
っ

て
検
索
し
得
た
か
と
い
う
、
典
故
の
問
題

を
提
起
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

一
体
の
典
拠
資
料
を
探
る
べ
く
、

『
狂

雲
集
』
中
の
社
牧
賛
八
首
及
び
題
詠
詩
等

の
詩
語
で
、
管
見
に
よ
り
、
社
牧
詩
に
拠

っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
詩
題
と
掲
載
総

集
を
ま
と
め
た
の
が
上
の
表
で
あ
る
。
諄

黎
宗
慕
編
撰

『杜
牧
研
究
資
料
彙
編
』
及

び
、
山
内
春
夫
氏
著

『社
牧
の
研
究
』
を

参
考
に
、
時
代
別
に
一
覧
し
て
い
る
。

こ
の
表
か
ら
も
、
典
拠
詩
は

『詩
林
広

記
』

『
三
体
詩
』

『聯
珠
詩
格
』
と
い
っ

た
、
唐
宋
の
主
要
詩
人
の
作
を
集
め
た
手

軽
な
選
集
に
見
出
せ
る
も
の
が
大
部
分
を

:|』

絶 |々

曇1曇 1赤
会1淮 1壁

(月彗)

又  玄  集

時

代

及

び

選

集

名

○

○

○



占
め
る
。

癸
川
子
社
牧
の
詩
文
は
そ

の
物
故
後
、
甥
の
表
延
輸
に
よ
り

『癸
川
集
』

と
し
て
唐
代
に
既
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
社
甫
の

「老
社
」
に
対
し
て

「小
杜
」
の
称
の
冠
せ
ら
れ
た
宋
代
に
は
、

『癸
川
別
集
』

（
田
粟
序
）
も
編

ま
れ
、
大
部
分
の
詩
文
を
網
羅
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
両
代
の
全
集

は
供
書
と
な

っ
て
お
り
、
今
日
で
は
、
朱
版
に
倣

っ
て
明
代
に
編
纂
さ
れ
た
四

部
叢
刊
本
に
よ
っ
て
、
宋
代
刊
本
の
輪
郭
を
辿
る
に
留
ま
る
。
だ
が

一
体
詩
の

典
故
を
見
る
限
り
、
こ
う
し
た
別
集
に
拠
る
こ
と
な
く
、
簡
便
に
机
辺
で
参
照

し
得
た
表
の
如
き
選
集
に
よ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

前
掲

「華
清
宮
三
十
韻
」
詩
の
み
は
、
そ
の
詩
型
が
あ
ま
り
に
長
篇
で
あ

っ
た

た
め
、
絶
句

・
律
詩
の
近
体
詩
に
限
定
さ
れ
た
選
集
等
に
は
択
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
唯

一
、
編
纂
当
時
ま
で
の
詩
作
を
広
く
集
め
た
総
集

『文
苑
英

華
』
に
採
録
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

『文
苑
英
華
』
は
一
千
巻
に
も
の
ぼ
る
ま
さ
に
大
系
で
あ
る
。
そ
の
撰
者
で

あ
る
李
防
は

『太
平
御
覧
』

『太
平
広
記
』
ら
、
我
が
国
禅
林
で
渇
望
し
て
や

ま
な
か
っ
た
宋
代
類
書
最
高
峰
の
主
要
編
者
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
博
学
に
よ

っ
て

『文
選
』
に
つ
ぐ
漢
詩
大
系
と
し
て
完
成
さ
れ
た
こ
の
集
も
、
大
陸
の
学

測け。な畔」罐か畑『』］麻罐いは繰わ坤叫弓げＷ
『響餞』賊』録ヵ、』っは

徳
元
年
十
月
二
十
四
日
の
条
に
は
、

『文
苑
英
華
』
が
禅
僧
ら
の
間
で
話
題
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

…
前
略
…
曾
薄
昌
院
殿
末
訪
之
時
。
話
及
二太
不
御
覧
之
事
「
愚
云
。
千

巻
書
有
・壬
一部
一。
御
覧
其
一
也
。
諄
間
日
。
自
餘
二
部
如
何
。
答
云
。
朋

府
元
亀
。
文
苑
英
華
也
。
皆
千
巷
書
也
云
々
。
昨
日
於
二大
徳
一祀
昌
院
殿

日
。
文
苑
英
華
滴
却
者
有
レ之
。
持
レ之
供
二諸
老
一
覧
一。
見
レ之
以
二九
十

巷
一
維
薄
昌
責
レ愚
云
。
此
書
千
巷
有
レ之
由
。
以
前
物
語
有
レ之
如
何
。
愚

云
。
必
有
二
千
巷
一。
書
レ
之
書
有
レ之
。
諄
昌
間
二小
補
春
陽
一日
。
有
二千
巷
一。

有
レ之
否
。
二
老
皆
不
レ識
云
々
。
想
愚
妄
語
也
。
今
日
揮
二曾
所
レ
記
者
一

有
レ之
。
事
文
類
衆
有
レ之
云
々
。
乃
引
二事
文
類
衆
別
集
第
二
巷
一有
レ之
。

命
Ｌ
日
子
一篤
レ之
。
婚
二祀
昌
院
↓
…
以
下
略
…

こ
の
記
述
を
読
む
か
ぎ
り
、
こ
の
大
部
の
書
が
禅
林
に
普
及
し
て
い
た
と
は
考

え
ら
れ
ま
い
。
売
却
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
九
十
巻
の
書
籍
が
、
実
際

『文
苑

英
華
』
の
一
部
で
あ

っ
た
の
か
否
か
確
認
す
る
術
を
文
中
に
求
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
も
こ
の
延
徳
年
間

（
一
四
八
九
―

一
四
九
二
）
は
一
体
没
後
で

あ
る
。
そ
の
生
涯
の
早
く
に
、
学
術

・
文
芸
及
び
出
版
の
中
心
で
あ

っ
た
五
山

か
ら
離
別
し
て
林
下
の
寺
跡
に
留
ま
り
、
更
に
応
仁
の
乱
前
後
と
い
う
、
京
洛

の
最
も
荒
廃
し
た
中
に
あ

っ
た
一
体
が
、
学
問
の
最
先
を
競
う
叢
林
で
話
題
に

の
ぼ
り
始
め
た
貴
重
書
を
閲
覧
し
得
た
か
否
か
、
や
は
り
大
い
に
疑
間
で
あ
る
。

ま
た
、
中
世
五
山
の
最
末
期
に
二
度
の
入
明
経
験
を
持
つ
策
彦
周
良

（
一
五

〇

一
２

一
五
七
九
）
の
、
作
詩
文
の
参
考
と
し
て
の
談
話
書
留
で
あ
る

『蓋
測

集
』
に
も
、

『文
苑
英
華
』
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
室
町
時
代
後
期
の
数
少
な
い
渡
明
経
験
者
の
一
人
で
あ
る
策
彦
師
の
読

書
圏
を
、
本
国
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
早
急
に
過
ぎ
よ
う
。
ま
た
、
策
彦
の
時

代
も
や
は
り

一
体
か
ら
は
か
な
り
降

っ
て
い
る
。

一檸喉行製朴議噺̈
『入藤い「休ヵ、紅嗣嘲議％のっ性にヵ、展慟濤』と一剌費言

ス
リ
。

師
八
十
三
歳
。
四
月
痣
疾
少
嚢
。
五
月
望
有
レ人
献
二韻
府
敷
冊
↓
師
獲
而

喜
甚
。
語
二左
右
一日
、
此
冊
曇
豫
興
二華
隻
先
師
い
有
二少
逆
一而
辞
去
、

婦
京
途
中
、
遇
〓讚
竪
者
い
華
隻
師
俗
姪
也

（割
注
）。
日
、
子
今
何
之
。



師
件
々
績
ヨ
読
辞
意
一。
竪
者
携
レ師
婦
、
再
調
二先
師
一。
々
日
、
末
也
、
祢

辞
レ吾
出
去
、
何
篤
留
レ書
、
無
乃
春
懸
之
至
乎
、
撫
愛
倍
レ薔
。
後
霜
雨

洪
レ旬
、
崖
崩
損
二奄
窓
↓
書
蝕
二
土
中
（
冊
敷
不
レ全
、
泥
痕
猶
存
而
書
巷

破
、
此
其
験
也
、
今
幸
属
レ餘
、
呼
天
哉
、
物
婦
レ有
レ
主
、
披
而

一
覧
、

宛
如
レ見
二先
師
再
謁
時
之
面
一。
例
舞
書
二

偶
於
外
装
紙
（
以
篤
二家
賓
一。

誠
二諸
子
一日
、
莫
二敢
失
一也
。
…
後
略
…

右
は

『年
譜
』
文
明
八
年
、　
一
体
八
十
三
歳
の
条
の
記
述
で
あ
る
。

『韻
府
』

を
某
人
か
ら
献
ぜ
ら
れ
、
歓
喜
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『韻
府
』
と
は

『韻
府
群
玉
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『韻
府
群
玉
』
は
現
存
伝
本
も
比
較
的
多

く
、
川
瀬

一
馬
氏

『
五
山
版
の
研
究
』
を
筆
頭
に
、
管
見
で
触
れ
得
た
当
時
の

漢
籍
刊
行
書
目
を
参
考
に
し
て
も
、
南
北
朝
期
に
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
虎
開
師

錬
の

『豪
分
韻
略
』
と
並
ん
で
お
そ
ら
く
禅
林
で
最
も
普
及
し
た
韻
書
、
漢
籍

で
あ

っ
た
。
応
仁
の
乱
以
降
、
戦
火
の
た
め
に
多
く
の
書
物
が
烏
有
に
帰
し
た

こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
入
手
し
や
す
か
っ
た
韻
書
に
あ

っ
て
か
く
の
如
き
状
況

で
あ

っ
た
こ
と
を
鑑
る
と
、
更
に
稀
少
価
値
の
高
い
類
書
で
あ
れ
ば
、
手
の
届

く
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

二

で
は
一
体
は
何
に
よ
っ
て

「華
清
宮
三
十
韻
」
詩
の
詩
句
を
引
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
即
結
論
を
述
べ
る
な
ら
ば
、　
一
体
は
詩
集
に
拠

っ
た
の
で
は
な
く
、

中
国
宋
代
に
全
盛
を
み
た
詩
文
評
論
書

・
詩
話
類
に
よ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
中
世
禅
林
で
の
宋
代
詩
論
の
享
受
は
、
芳
賀
幸
四
郎
氏
の
御
指
摘
が
既
に

あ
る
。
そ
の
受
容
の
非
常
に
活
発
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
往
時
の
抄
物
の
引
く
詩

話
の
言
辞
の
頻
し
さ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
本
国
禅
林
の

『
三
体
詩
』
注
疏
の
諸
説
を
俯
臓
し
得
る

も
の
と
し
て
そ
の
存
在
意
義
の
大
き
い
、
幻
雲
月
舟
壽
桂

（
一
四
七
〇
―

一
五

三
三
）
の

コ
一一体
詩
法
幻
雲
抄
』

（
内
閣
文
庫
蔵
本
）
の
引
用
書
目
に
は
、
三

史
か
ら
旧
新
唐
書
ま
で
の
史
書
や

『資
治
通
鑑
』
等
の
百
科
全
書
が
見
ら
れ
る

一
方
、

『竹
披
老
人
詩
話
』

『許
彦
周
詩
話
』

『珊
瑚
釣
詩
話
』
な
ど
が
実
に

多
岐
に
広
く
見
在
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
詩
話
は

『百
川
学
海
』

等
の
叢
書
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
更
に
簡
便
に
は
、
北
宋
の
詩
話
を

集
成
し
た
胡
仔
編

『著
渓
漁
隠
叢
話
』
を
出
所
と
す
る
孫
引
も
多
く
、
個
々
が

ど
の
程
度
読
ま
れ
て
い
た
か
は
今

一
つ
詳
ら
か
で
は
な
い
。

一
体
も
詩
話
類
を
閲
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

『
狂
雲
集
』
に
は

「読

冷
斎
夜
話
、
有
褒
禅
山
石
崖
僧
之

一
件
事
、
感
而
題
之

（
冷
斎
夜
話
を
読
む
に
、

褒
禅
山
石
崖
の
僧
の
一
件
事
有
り
、
感
あ
り
て
之
に
題
す
Ｙ

と
い
う
七
絶
の

連
作
三
首
が
あ
る
。

５３０
仏
印
重
荷

一
百
夫
　
　
仏
印
重
く
荷
う

一
百
夫

佳
名
道
価
満
江
湖

　

佳
名
道
価
江
湖
に
満
つ

石
崖

一
箇
野
僧
意
　
　
石
崖

一
箇
野
僧
の
意

仏
法
南
方

一
点
無
　
　
仏
法
南
方
に
一
点
も
無
し

５３‐
玉
帯
咲
泥
如
上
欺

路
頭
喧
吠
犬
兼
雛

天
下
老
禅
奈
断
愧

獄
中
天
沢
世
皆
乖

５３２
百
丈
絶
食
無
人
学

薬
山
両
粥
黄
菜
麦

玉
帯
咲
ひ
欺
く
こ
と
土
泥
の
如
し

路
頭
喧
す
し
吠
犬
と
難
と

天
下
の
老
禅
漸
愧
を
奈
ん
せ
ん

獄
中
の
天
沢
世
皆
乖
く

百
丈
絶
食
す
る
も
人
の
学
ぶ
無
し

薬
山
の
両
粥
黄
菜
の
麦



但
居
門
外
弊
衣
徒
　
　
但
だ
門
外
に
居
す
弊
衣
の
徒

金
襴
道
光
開
法
席
　
　
金
欄
の
道
光
法
席
を
開
く

『冷
斎
夜
話
』
所
引
の
一
説
話
を
も
と
に
、
自
蓮
社
系
の
青
松
社
の
社
主
で
あ

り
蘇
東
披
と
も
親
交
の
あ

っ
た
仏
印
了
元
や
、
後
世
の
公
案
で
知
ら
れ
る
清
貧

を
貫
い
た
薬
山
惟
億
ら
を
材
と
し
た
こ
の
詩
掲
は
、
名
利
に
走
る
禅
門
の
徒
に

対
す

一
体
の
憂
情
が
警
鐘
と
な

っ
て
伝
わ
っ
て
く
る
作
で
あ
る
。
こ
の

『冷
斎

夜
話
』
は
、
北
宋
、
元
祐
党
派
の
詩
僧
で
あ
る
釈
恵
洪

（
覚
範
恵
洪
）
の
手
に

な
る
も
の
で
、

『許
彦
周
詩
話
』
ら
と
共
に
比
較
的
早
期
に
成
立
し
た
詩
話
の

代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
本
国
で
も
、
鎌
倉
時
代
末
期
以
降
刊
行
が
重
ね
ら
れ
、

五
山
に
も
広
く
普
及
し
て
い
た
。　
一
体
が
詩
作
に
利
用
し
て
い
た
の
も
諾
け
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
問
題
た
る
杜
牧

『華
清
宮
三
十
韻
』
詩
は
、

『許
彦
周
詩
話
』
に
一

連
が
引
か
れ
次
の
よ
う
に
評
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

小
杜
作
華
清
宮
詩
云
、
雨
露
偏
金
穴
、
乾
坤
入
酢
郷
、
如
此
天
Ｉ
焉
得
不

飢
。

彼
書
の
引
く
こ
の
両
句
は
、　
一
体
が
用
い
た
詩
句
之
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

許
顎
著

『彦
周
詩
話
』
は
、
宋
の
左
圭
編
の
叢
書

『
百
川
学
海
』
に
も
全
文

が
掲
載
さ
れ
る
。
ま
た
前
出

『
三
体
詩
法
幻
雲
抄
』
に
も
績
々
引
か
れ
る
こ
と

か
ら
、
禅
林
の
学
僧
に
と

っ
て
最
も
馴
じ
み
深
い
書
籍
の
一
つ
で
あ

っ
た
こ
と

が
ゎ
か
る
。
だ
が
、
こ
の
社
牧
詩
の
論
評
に
関
し
て
は
、
直
接

『彦
周
詩
話
』

か
ら
引
用
し
た
と
す
る
よ
り
、
更
に
参
照
の
簡
便
で
あ

っ
た

『詩
人
玉
暦
』
に

拠

っ
た
と
し
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

南
宋
の
魏
慶
之
編

『詩
人
玉
暦
』
が
我
が
国
中
世
の
文
壇
全
体
に
大
き
な
影

響
を
諄

，
た
こ
と
は
、
小
西
甚

一
氏

・
増
田
欣
氏
ら
に
よ
っ
て
既
に
言
及
さ
れ

て
い
る
。
こ
と
五
山
詩
壇
に
お
い
て
も
禅
僧
の
詩
文
の
嗜
好
を
決
定
付
け
た
点
、

即
ち
唐
代
の
李
白

・
杜
甫
、
宋
代
の
蘇
東
披

・
黄
山
谷
を
詩
人
の
至
高
と
し
た

南
宋
期
詩
論
を
集
大
成
し
た
も
の
と
し
て
、
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ば
か
り
で
な
く
、
詩
話
を
中
心
と
し
て
、
史
書

・
小
説
な
ど
か
ら
詩
作
の
指

針
と
な
る
言
説
を
抜
き
だ
し
て
編
集
さ
れ
た
此
書
は
、
実
作
の
手
軽
な
手
引
書

と
し
て
五
山
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

『詩
人
玉
暦
』
巻
第
十
六
、
杜

牧
之
の
詩
作
に
関
す
る
記
述
を
集
成
し
た
部
分
の
第
五
項
目
に
、
前
掲

『許
彦

周
詩
話
』
か
ら
引
用
し
た

『華
清
宮
三
十
韻
』
の
詩
旬
に
つ
い
て
の
記
述
が
、

原
典
そ
の
ま
ま
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
記
述
に

裏
付
け
ら
れ
、
杜
牧
詩
に
お
け
る

「天
下
混
乱
」
の
描
写
と
し
て
、　
一
体
は
自

ら
の
詩
語
に
用
い
た
の
だ
ろ
う
。

一
体
の
社
牧
像
と

『詩
人
玉
暦
』
を
中
心
と
す
る
宋
代
詩
論
で
の
鑑
賞

・
評

論
と
の
関
連
は
こ
の
一
例
に
留
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
前
掲

「賛
杜
牧
」
七
絶
の

承
句
、無
能
瀬
性
世
間
疎
　
　
無
能
に
し
て
瀬
性
世
間
に
疎
な
り

は

理
一一体
詩
』
に
も
収
め
ら
れ
た
牧
之
の

「絡
赴
臭
興
登
榮
遊
原

一
組

（
路
に

呉
興
に
赴
か
ん
と
し
集
遊
原
に
登
る
一
組
ビ

詩
の
初
旬
、

清
時
有
味
是
無
能

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
政
道
正
し
き
世
に
埋
も
れ
る
自
ら
を

「無
能
」
と
嘲

す
る
杜
牧
で
あ
る
。
し
か
し
宋
代
に
あ

っ
て
は
こ
の
詩
句
も
反
語
と
し
て
捉
え

ら
れ
、

『清
華
宮
三
十
韻
』
排
律
同
様
、
杜
牧
の
当
世
へ
の
不
満
が
吐
露
さ
れ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
紹
述
党
派
の
論
客
、
葉
夢
得
の

『
石
林
詩

話
』
は
や
は
り

『百
川
学
海
』
に
全
文
が
見
え
る
漢
籍
で
あ
る
。
此
書
で
は

「絡
赴
臭
興
云
々
」
詩
を
全
て
引
用
し
て
、

此
蓋
不
満
於
営
時
。

と
評
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
前
出

『漁
隠
叢
話
』
に
も
取
り



上
げ
ら
れ
て
お
り
、

『
三
体
詩
法
幻
雲
抄
』
で
も

『漁
隠
叢
話
』
か
ら
の
出
典

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、

『
石
林
詩
話
』
の
説
を
披
露
し
て
い
る
。
こ
の
七
絶

自
体

『
三
体
詩
』
中
の
著
名
な
作
で
は
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
解
釈
が
付
さ

れ
た
の
も
宋
代
文
壇
に
よ
っ
て
で
あ

っ
た
。
尚
、　
こ
の

一
句
は

一
体
の
特
に

共
感
す
る
表
現
と
な
る
。
文
安
元
年
の
大
徳
寺
僧
囚
禁
事
件
の
感
懐
を
述
べ
た

「文
安
丁
卯
秋
、
大
徳
寺
精
舎
有

一
僧
、
無
故
而
自
殺
臭
云
々
」
九
首
連
作
の

第
八
篇
転
句
に
も
、

無
能
有
味
狂
雲
屋
　
　
無
能
味
有
り
狂
雲
の
屋

自
ら
を
形
容
す
る
文
辞
と
し
て
更
に
直
裁
に
詩
語
を
引
用
し
て
い
る
。

更
に
、
宋
代
詩
論
の
影
響
の
見
え
る
一
体
の
賛
詩
の
例
を
二
首
示
し
て
お
く
。

５０８
杜
書
記
独
朗
天
然
　
　
杜
書
記
独
朗
天
然

鯵略晦舞醐詩郡　　膨導け斑雄臨嘲̈
騨彰る狂語の笑

多
盃
酔
後
紫
雲
前
　
　
多
盃
酔
ひ
て
後
は
紫
雲
の
前

∩
賛
杜
牧
し

『」徊̈
瞥蛹級衆押瀦は礫屁編ち「に岬麻凛商訃期』］後脇〕練劾

辞
で
あ
る
。
そ
し
て
転

。
結
旬
、
北
宋
、
張
戒
撰

『歳
寒
堂
詩
話
』
に
引
か
れ
、

『聯
珠
詩
格
』
に
も
収
め
ら
れ
た
杜
牧

「贖
別
」
詩
の
起
承
句
、

多
情
御
似
絶
無
情
　
　
惟
覺
罐
前
笑
不
成

に
顕
れ
た
癸
川
子
の
覚
醒
し
た
真
面
目
さ
と
、

「兵
部
筒
書
席
上
作
」
「
詩
林

広
記
』
等
で
は

「李
司
徒
席
上
」
と
な
す
）
詩
に
見
ら
れ
る
、

忽
嚢
狂
言
驚
四
座

の
放
埒

・
譜
虐
を
対
比
さ
せ
、
杜
牧
の
天
真
爛
漫
な
姿
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
絶
旬
の
典
拠
と
な
っ
た

「兵
部
筒
書
席
上
作
」
詩
に
、
牧
之
と
妓
女
紫
雲

と
の
逸
話
を
引
く
解
釈
も
ま
た
、

『詩
人
玉
層
』
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同

書
、
杜
牧
之
の
第
九
項
目
に
は
】
『古
今
詩
話
』

と
注
記
し
て
、
唐
の
孟
肇
撰

『本
事
詩
』
以
来
記
さ
れ
た
杜
牧
の
監
察
御
史

（
東
都
分
司
）
時
代
、
洛
陽
に

あ

っ
た
頃
の
逸
話
を
伝
え
て
い
る
。

牧
之
篤
御
史
、
分
司
洛
陽
。
事
李
司
徒
罷
鎮
閑
居
、
馨
妓
篤
営
時
第

一
。

一
日
開
筵
、
朝
士
争
赴
、
以
杜
嘗
持
憲
、
不
敢
通
飲
。
杜
諷
坐
客
達
意
、

願
預
斯
曾
。
李
馳
書
、
社
聞
命
違
末
、
曾
中
女
妓
百
餘
、
皆
紹
色
殊
藝
、

杜
獨
坐
南
行
、
瞳
目
注
覗
、
満
引
三
盾
、
間
李
日
、
間
有
紫
雲
者
敦
是
、

李
指
示
之
、
杜
凝
悌
良
久
、
日
、
名
不
虚
得
、
宜
以
見
恵
。
李
俯
首
而
笑
、

諸
妓
亦
皆
同
首
破
顔
。
杜
叉
自
引
三
爵
、
朗
吟
而
起
、
日
、

『
華
堂
今
日

綺
筵
開
、
誰
喚
分
司
御
史
末
、
忽
嚢
狂
言
驚
満
座
、
雨
行
紅
粉

一
時
同
』
、

意
氣
閑
逸
、
芳
若
無
人
。　
　
　
　
　
　
　
「
詩
人
玉
層
』
巻
之
十
六
）

こ
の
艶
事
は
次
掲
、
蘇
東
披

「聞
李
公
澤
飲
博
國
博
家
大
酔
」
連
作
に
も
採
ら

れ
る
。不
肯
捏
捏
騎
坂
廻
　
　
玉
山
知
篤
玉
人
須

紫
雲
有
語
君
知
否
　
　
莫
喚
分
司
御
史
末

一
体
詩
の
引
く

「紫
雲
」
が
杜
牧
の
詩
語
か
ら
だ
け
で
は
解
釈
で
き
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。

ま
た
同
じ
く

「賛
杜
牧
」
に
次
の
七
絶
が
あ
る
。

‐００
楊
州
雲
雨
十
年
情
　
　
楊
州
雲
雨
十
年
の
情

情
浄
無
求
儒
雅
名
　
　
情
浄
く
し
て
儒
雅
の
名
を
求
む
る
無
し

禅
楊
消
愁
髯
糸
雪
　
　
禅
楊
愁
ひ
を
消
す
箕
糸
の
雪

落
花
風
与

一
身
軽

　

落
花
風
と
与
に
一
身
軽
し

こ
の
賛
は
、
小
社
の
著
名
な

「遺
懐
」
詩
及
び

『
三
体
詩
』

に
も
採
ら
れ
た

「題
祀
院
」
詩
の
詩
句
か
ら
発
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
で
も
人
口
に
檜



実
し
た
こ
の
二
詩
の
中
、

「遺
懐
」
の
製
作
契
機
が

『楊
州
夢
記
』
に
見
え
る

艶
事
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
も
胡
仔

『漁
隠
叢
話
』
で
あ
り
、

『詩
人
玉

層
』
は
こ
の
記
述
を
踏
襲
、
掲
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
例
だ
け
で
は
な
い
。
各
史
書

・
小
説
類
に
ま
と
め
ら
れ
た
杜
牧
に
関

す
る
逸
事
や
艶
事
が
整
理
さ
れ
、
詩
作
の
典
拠
と
し
て
指
摘
さ
れ
集
め
ら
れ
た

の
は
、
悉
く
宋
代
、
特
に
南
宋
か
ら
元
代
初
期
に
か
け
て
の
文
壇
で
あ

っ
た
。

し
か
し
逸
話

・
艶
話
に
紙
数
を
割
く

一
方
、

「赤
壁
」
を
筆
頭
と
す
る
詠
史
詩

の
好
異
性

（『
漁
隠
叢
話
し

―
―
小
説
的
情
趣
の
豊
か
な
空
想
を
、
新
し
い
歴

史
の
場
面
に
詠
む

（
山
内
春
夫
氏

『杜
牧
の
研
究
し
―
―
を
も
指
摘
し
、
杜
甫

に
比
さ
れ
る
ほ
ど
に
国
家
へ
の
憂
情
や
悲
憤
を
主
張
し
た
と
し
て
、
杜
牧
詩
を

正
当
に
評
価
す
る
こ
と
も
宋
代
詩
論
の
特
色
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が

『詩

人
玉
暦
』
に
見
ら
れ
る
多
彩
な
記
載
を
生
む
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し

た
杜
牧
の
多
面
性
を
認
識
し
た
上
で
詩
作
の
解
釈
は
、　
一
体
の
社
牧
賛
に
そ
の

ま
ま
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
賛
詩
は

『詩
人
玉
暦
』
を
中
心

と
す
る
宋
代
詩
論
の
枠
組
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い

の
で
あ
る
。

南
宋
末
期
に
は
、
日
本
の
中
世
禅
林
で
最
も
広
く
読
ま
れ
た

『
三
体
詩
』
が

周
弼
に
よ
っ
て
編
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
の
唐
上
の
詩
壇
の
傾
向
は
、
吉
川

幸
次
郎
氏
の

『宋
詩
概
説
』
に
詳
し
く
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

宋
詩
さ
い
ご
の
時
期
で
あ
る
十
三
世
紀
、
南
宋
は
も
は
や
大
詩
人
を
生

ま
な
い
。
そ
う
し
て
小
詩
人
と
、
そ
れ
に
よ
る
小
さ
な
詩
と
に
充
満
す
る

…
中
略
‥
こ
れ
ま
で
の
宋
詩
の
よ
う
に
、
深
遠
な
理
知
の
詩
を
維
持
す
る

こ
と
が
は
っ
き
り
困
難
と
な
り
、
唐
詩
の
平
明
な
抒
情
へ
の
復
帰
が
、
い

よ
い
よ
顕
著
と
な
る
。
…
中
略
…
趙
師
秀
の
編
ん
だ
唐
詩
の
選
本

「衆
妙

集
」
は
、
同
輩
の
詩
人
の
作
詩
を
手
本
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
唐
初
の

沈
栓
期
か
ら
王
貞
自
ま
で
、
七
十
六
家
二
百
二
十
八
首
、
大
半
は
あ

っ
さ

り
し
た
五
言
律
詩
で
あ
る
。
李
白
、
杜
甫
、
韓
念
、
自
居
易
な
ど
の
大
家

を
収
め
な
い
の
は
、
鬼
神
を
敬
し
て
之
を
遠
ざ
け
た
の
で
あ
ろ
う
…
後

略
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
章
）

蓋
し
、
詩
作
と
評
論
の
間
に
か
な
り
の
隔
た
り
の
あ
る
こ
と
が
詩
壇
の
特
色
だ

っ
た
の
で
あ
る
。　
コ
一体
詩
』
に
あ
っ
て
も
収
録
詩
人
中
、
最
多
の
作
品
が
採

ら
れ
て
い
る
杜
牧
は
、　
一
首
も
収
め
ら
れ
な
い
李
白
や
杜
甫
よ
り
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
中
晩
唐
の
群
小
詩
人
の
一
人
と
し
て
扱
わ
れ
た

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
李
杜
蘇
黄
に
比
し
て
評
価
に
差
の
有
る
こ
と
が
当
然
で
あ

っ
た
。
本
国
叢
林
に
お
い
て
も

『
三
体
詩
』
は
童
蒙
の
た
め
の
暗
誦
用
テ
キ
ス

ト
と
し
て
、
初
学
向
け
に
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
一
体
が
、

充
分
な
評
価
を
獲
得
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
杜
牧
像
を
、
詩
論
及
び
人
物
論

に
よ
っ
て
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

三

次
に
、
こ
う
し
た
一
体
の
社
牧
像
形
成
の
過
程
を
、
応
永
年
間

（
一
三
九
四

―

一
四
二
八
）
前
後
の
五
山
詩
僧
と
の
比
較
に
よ
っ
て
考
え
て
い
く
。

一
体
の
み
な
ら
ず
、
五
山
叢
林
で
晩
唐
詩
が
こ
ょ
な
く
好
ま
れ
た
こ
と
は
、

江
西
龍
派
の

『績
翠
詩
藁
』
に
収
め
ら
れ
た
次
の
七
絶
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

秋
夕
留
客
論
詩
　
　
　
　
江
西
龍
派

鶏
検
不
生
古
錦
嚢
　
　
結
検
す
不
生
古
錦
の
嚢

十
篇
九
是
鴬
愁
腸
　
　
十
篇
九
是
れ
愁
腸
を
鴬
す

典
君
明
日
叉
離
別
　
　
君
と
明
日
叉
離
別
す

竹
院
秋
馨
話
晩
唐
　
　
竹
院
の
秋
聾
晩
唐
を
話
す



こ
の
作
品
は
、
単
に
晩
唐
詩
が
広
く
日
本
に
も
た
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
だ

け
で
な
く
、
晩
唐
の
作
家
の
描
く
世
界
に
強
く
誘
慕
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ

と
を
吐
露
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
晩
唐
の
主
要
詩
人
の
一
人
で
あ

る
杜
牧
に
親
し
ん
だ
こ
と
の
知
ら
れ
る
の
が
、
義
堂
周
信

（
一
三
二
五
―
一
三

八
八
）
絶
海
中
津

（
一
三
三
六
―
一
四
〇
五
）
の
両
雄
、
そ
し
て
そ
の
薫
陶
を

う
け
た
江
西
龍
派

（
一
三
七
五
２
一
四
四
六
）
以
下
、
建
仁
寺
の
友
社
に
属
し

て
い
た
詩
僧
ら
で
あ
っ
た
。
中
で
も
五
山
文
壇
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
組
海

と
、
や
は
り
主
要
詩
僧
で
、　
一
体
と
も
ほ
ぼ
同
世
代
に
生
き
た
瑞
漢
周
鳳

（
一

三
九
一
２
一
四
七
三
）
の
二
僧
に
は
、
各
々

『杜
牧
集
』
を
詠
じ
た
七
絶
が
あ

る
。
そ
の
二
首
を
あ
げ
る
。

讀
杜
牧
集
　
　
　
　
　
網
海
中
津

赤
壁
英
雄
遺
折
戟
　
　
赤
壁
の
英
雄
は
折
戟
を
遺
し

阿
房
宮
殿
後
人
悲
　
　
阿
房
の
宮
殿
に
後
人
は
悲
し
む

風
流
獨
愛
焚
川
子
　
　
風
流
獨
り
愛
す
癸
川
子

祀
楊
茶
姻
吹
箕
絲
　
　
祀
楊
に
て
茶
姻
箕
絲
を
吹
か
す

「
蕉
堅
藁
し

讀
癸
川
集
　
　
　
　
　
瑞
漢
周
鳳

緑
陰
著
子
三
年
晩
　
　
緑
陰
著
子
す
る
も
三
年
晩
し

紅
葉
開
花
十
里
春
　
　
紅
薬
開
花
す
十
里
の
春

落
塊
江
湖
天
有
意
　
　
落
塊
江
湖
天
に
意
有
り

雨
邦
風
物
待
詩
人
　
　
雨
邦
の
風
物
詩
人
を
待
つ

∩
臥
雲
稿
し

紹
海
の
作
は
、
牧
之
の
著
名
な
詩
語
を
引
い
て
そ
の
情
景
を
賛
し
た
も
の
で

あ
る
。
往
時
か
ら
杜
牧
を
詠
じ
た
も
の
と
し
て
代
表
的
な
作
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

『花
上
集
』
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
瑞
漢
の
作
は
、
散
り
落
ち
て
し

ま
っ
た
花
、
訪
ね
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
花
へ
の
遺
憾
の
念
を
率
直
に
綴

っ

た

「帳
別

（歎
花
ビ

詩
の
結
句
、

「緑
葉
成
陰
子
浦
枝
」

の
光
景
と
、

「江

南
春
絶
句
」
の
初
旬
、

「千
里
鴛
哺
緑
映
紅
」
の
如
き
花
盛
る
春
の
喜
び
を
詠

じ
た
光
景
と
を
対
比
さ
せ
る
。
そ
し
て
江
湖
に
流
落
し
、
自
然
の
中
を
意
の
向

く
ま
ま
に
生
き
た
風
流
な
杜
牧
と
い
う
詩
人
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
両
地
の
明

媚
な
風
物
も
詩
に
認
め
ら
れ
、
永
代
伝
わ
っ
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
今
解
釈
以
上
に
問
題
に
す
べ
き
は
、
こ
の
二
首
の
詩
題
で
あ
る

「杜
牧

集
」
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
世
禅
林
の
別
集
受
容
の
あ
り

方
に
関
わ
る
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。
以
下
資
料
を
用
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と

に
す
る
。

禅
林

『
三
体
詩
抄
』
の
一
、
蓬
左
文
庫
蔵
、
室
町
末
期
写
本
で
村
庵
希
世
霊

彦

（
一
四
〇
三
―

一
四
八
八
）
述
と
見
ら
れ
る

『聴
松
和
筒
三
体
詩
抄
』
中
の

「江
南
き

絶
句
の
注
釈
に
は
、

村
云
、
此
ノ
詩
之
題

ハ
、
社
牧
力
、
癸
川
集

ニ
ハ
、
江
南
道
中
ノ
春
望
卜
、

ア
ル
也
、
其
ノ
詩

二
合
テ
好
キ
ソ

別
集
と
の
異
同
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

『癸
川
集
』
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。

月
舟

『
三
体
詩
法
幻
雲
抄
』
で
も
同
詩
、
希
世
の
説
と
し
て
は
ぼ
同
様
の
記
述

を
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し
管
見
で
は

『癸
川
集
』
の
称
の
見
え
る
の
は
、
両

書
と
も
に
こ
の
部
分
だ
け
で
あ
る
。

逆
に
別
集
の
技
閲
を
懐
疑
さ
せ
る
要
因
は
多
い
。
成
立
以
来
作
者
表
記
に
混

乱
の
多
い

『
三
体
詩
』
に
あ

っ
て
、
今
日
で
は
許
渾
の
作
と
し
て
一
致
を
見
て

い
る

「秋
思
」
詩
を
、
雪
心
素
隠

『
三
体
詩
素
隠
抄
』
で
は
、

此
ノ
詩

ハ
、
牧
自
感
老
之
詩
ソ
。
又
己
力
習
愛
之
衰
タ
ル
時
ノ
作
ト
モ
云

ソ

と
注
記
し
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
な
い
の
は
論
外
と
し
て
、
前
出

『幻
雲
抄
』
で



も
同
詩
、
杜
牧
力
詩
卜
云
義
モ
ア
リ
先
渾
卜
云
力
好
イ
ソ
詩
林
万
選

ニ
ハ
豪
放
体

ニ

出
タ
ソ
渾
力
丁
卯
集

ニ
モ
載
タ
ソ

と
検
証
し
て
い
る
も
の
の
、
杜
牧
の
別
集

『美
川
集
』
を
比
較
本
文
に
用
い
る

こ
と
は
し
て
い
な
い
。
許
渾
の
別
集

『
丁
卯
集
』
が
文
中
、
多
々
引
か
れ
る
こ

と
と
は
扱
い
に
歴
然
た
る
差
異
が
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
態
度
は
、
同
書
所
収

「途
隠
者
」
詩
で
の
注
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
当
時
、
許
渾
と
し
て
通

用
し
て
い
た
此
の
七
絶
の
作
者
を

『
幻
雲
抄
』
で
は
杜
牧
で
あ
る
と
す
る
。
月

舟
は

『
丁
卯
集
』
に
載
せ
ら
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
根
拠
を
杜

牧
の
別
集
で
は
な
く
、

『漁
隠
叢
話
』

や
明
代
の

『唐
詩
正
音
』

『唐
詩
遺

響
』
な
る
詩
話
や
韻
書
、
選
集
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た

「江
南
春
」

絶
句
で
別
集
を
参
照
し
た

『聴
松
和
筒
抄
』
で
は
同
詩
、
許
渾
作
に
何
ら
疑
間

を
呈
し
て
い
な
い
不
可
思
議
さ
が
あ
る
。

右
例
以
外
に
も
杜
牧
の
作
品
、
就
中
韻
文
に
は
異
同
が
多
い
。
前
掲
、
瑞
漢

詩
で
は
承
句
を

「十
里
春
」
に
為
す
。
し
か
し
こ
れ
を

「千
里
」
の
誤
写
と
考

え
る
の
は
正
鵠
を
射
な
い
。

「江
南
春
絶
句
」
初
旬
を
、

十
里
鶯
晴
緑
映
紅

と
す
る
本
文
も
あ

っ
た
。
南
宋
、
劉
克
荘
韓

『分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩

選
』
が
そ
れ
で
、
俗
に

『後
村
千
家
詩
』
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
編
者
の

劉
後
村
は
、
五
山
で
も
読
ま
れ
た

『後
村
詩
話
』
を
著
し
た
詩
家
で
も
あ
る
。

そ
の

『後
村
詩
話
』
で
は
杜
牧
を
許
渾
と
比
し
た
後
、

『
癸
川
集
』
版
本
に
つ

い
て
も
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

杜
牧
許
渾
同
時
、
然
各
篤
證
‥
中
略
…
二
人
詩
不
著
姓
名
亦
可
弁
、
癸
川

有
績
別
集
三
巷
、
十
之
八
九
皆
渾
詩
、
牧
佳
句
自
多
、
不
必
叉
取
他
人
詩

盆
之
、
若
丁
卯
集
割
去
許
多
傑
作
、
則
渾
書
無

一
篇
可
博
実
、
牧
仕
宦
不

至
南
海
、
別
集
乃
存
南
海
府
署
之
作
、
甚
可
笑
。
　
　
　
　
（
前
集

一
）

唐
土
で
は
宋
代
、

『癸
川
集
』
の

『績
別
集
』
な
る
三
巻
の
詩
集
も
存
在
し
て

い
た
も
の
の
、
錯
簡
の
彩
し
い
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
彼
辺
の
事
情
は
放
翁

陸
済
の

『放
翁
題
跛
』
に
更
に
詳
し
い
。

『癸
川
集
』
へ
の
跛
文
に
云
う
。

唐
人
詩
文
、
近
多
刻
本
、
亦
多
経
校
讐
、
唯
牧
之
集
誤
診
特
甚
、
豫
毎
欲

求
諸
本
訂
正
面
未
暇
也
。
書
以
示
子
適
、
筒
成
吾
意
。
開
稽
丙
寅
十

一
月

十
七
日
、
放
翁
書
。

多
く
の
別
集
の
中
で
、
杜
牧
集
の
版
本
に
は
特
に
問
題
の
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
宋
代
の
選
集
の
幾
つ
か
の
誤
謬
の
要
因
、
特
に
許
渾
詩
と
の
混
同
に
は
こ

う
し
た
背
景
が
あ

っ
た
。
当
然
、
本
国
禅
林
で
も
こ
う
し
た
認
識
が
踏
襲
さ
れ

た
は
ず
で
あ
る
。

『美
川
集
』
の
渡
来
し
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。
し
か
し

そ
の
本
文
評
価
に
、
他
の
作
家
以
上
に
詩
話
や
選
集
の
用
い
ら
れ
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
か
、
禅
林
で
は
杜
牧
の
目
立

っ
た
受
容
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
賛
詩
の

『翰
林
五
鳳
集
』

へ
の
採
録
も
、
買
島
や
李
賀
ら
他
の
晩
唐
の
詩

人
に
比
べ
決
し
て
多
く
な
い
。
そ
の
中
で
杜
牧
詩
の
影
響
が
組
海
ら
建
仁
寺
友

社
周
辺
の
詩
作
に
見
在
し
て
い
る
こ
と
は
、　
一
体
と
の
関
連
か
ら
特
に
注
目
さ

れ
る
。
経
海
と
並
ぶ
両
雄
の
一
、
義
堂
周
信
の
作
に
は
そ
の
最
も
早
い
時
期
の

例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

墨
竹
　
　
　
　
　
　
　
　
義
堂
周
信

活
篤
亭
々
水
玉
姿
　
　
活
篤
す
亭
々
た
る
水
玉
の
姿

多
情
好
在
晩
晴
時
　
　
多
情
好
在
な
り
晩
晴
の
時

不
才
自
笑
無
詩
賦
　
　
不
才
自
笑
す
詩
を
賦
す
こ
と
無
き
を

漸
愧
風
流
杜
牧
之
　
　
漸
愧
す
風
流
の
社
牧
之

∩
空
華
集
し



紹
海
よ
り
十
歳
ほ
ど
年
長
の
義
堂
の
作
は
、
墨
竹
画
へ
の
賛
に
杜
牧
を
詠
み
込

ん
だ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
起
句
は
、
画
筆
の
素
晴
ら
し
さ

を
讃
え
た
も
の
。
そ
の
竹
の
世
界
に
自
ら
を
置
い
た
時
、
風
景
に
喚
起
さ
れ
た

詩
情
を
詩
句
に
結
実
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
甲
斐
な
さ
を
、
風
流
な
杜
牧

と
の
比
較
で
と
り
な
し
た
の
が
承
句
以
下
で
あ
る
。
詩
題

「墨
竹
」
は
叢
竹
に

俗
豊
の
姿
を
あ
し
ら
つ
た
も
の
か
、
図
柄
は
不
詳
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
七
絶
の

解
釈
は
、
杜
牧
と
墨
竹
画
の
関
わ
り
に
お
さ
え
る
よ
り
も
、
承
句
以
下
の
義
堂

の
心
情
の
中
に
杜
牧
像
を
探
る
方
が
的
確
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
に
は
、
既
に
言

及
し
た
杜
牧

「贈
別
」
詩
の
影
響
が
大
き
い
。

贈
別
　
　
　
　
　
　
　
杜
牧

多
情
御
似
絶
無
情
　
　
惟
覺
博
前
笑
不
成

蟻
燭
有
心
還
惜
別
　
　
替
人
垂
涙
到
天
明

義
堂
は
、
起
旬
に
見
え
る
杜
牧
の
諦
観
に
強
く
傾
倒
し
、
結
局
は
情
を
捨
て
き

れ
て
い
な
い
己
を

「自
笑
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
義
堂
は

「自
笑
」
と
い
う

詩
語
を
し
ば
し
ば
自
作
に
用
い
て
い
る
。
杜
牧
詩
の
影
響
を
考
え
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。
こ
う
し
た
先
達
の
薫
陶
を
う
け
、
本
国
禅
林
で
の
社
牧
詩
享
受
は
江
西
龍
派

を
も

っ
て
一
応
の
集
成
を
見
た
と
い
え
る
。
義
堂

・
絶
海
か
ら
一
世
代
後
の
江

西
は
、
玉
村
竹
二
氏
も

一
体
の
文
学
的
啓
蒙
者
と
想
定
さ
れ
た
、
応
永
期
の
代

表
的
詩
僧
で
あ
る
。
そ
の
詩
作
に
見
え
る
杜
牧
像
は
数
少
な
い
も
の
の
、
先
人

に
比
し
て
多
彩
で
あ
る
。

讀
阿
房
宮
賦
　
　
　
　
　
江
西
龍
派

阿
房
高
秀
蜀
山
嶺
　
　
阿
房
高
秀
た
り
蜀
山
の
嶺

複
閣
重
棲
勢
接
天
　
　
複
閣
重
模
勢
は
天
に
接
す
る
が
ご
と
し

小
杜
臥
吟
祀
楊
外
　
　
小
杜
臥
し
吟
ず
祀
楊
の
外

楚
人

一
煙
煮
茶
姻
　
　
楚
人
の
一
恒
に
茶
姻
を
煮
す

右
は
、
杜
牧
の
傑
作
で

『古
文
真
宝
』
に
よ
り
広
く
知
ら
れ
た

「阿
房
宮
賦
」

を
題
材
に
し
て
い
る
。

『績
翠
詩
藁
』
等
江
西
の
別
集
に
は
見
ら
れ
ず
、

『翰

林
五
鳳
集
』
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。
起
承
句
で
そ
の
賦
作
の
場
面
を
詠
じ
、

転
句
で
作
者
の
風
流
な
姿
に
視
点
を
転
じ
る
手
法
は
、
経
海
に
一
致
し
て
い
る
。

結
句
、

「題
祀
院
」
詩
の
詩
語
を
引
く
の
も
同

一
で
あ
る
。
こ
う
し
た
筆
致
は
、

や
は
り

『翰
林
五
鳳
集
』
に
収
め
ら
れ
た
仲
方
園
伊

（
一
三
五
四
２

一
四

一

三
）
の
同
題
詩
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

讀
阿
房
宮
賦
　
　
　
　
　
仲
芳
園
伊

水
壮
山
雄
百
二
秦
　
　
水
壮
に
し
て
山
雄
た
り
百
二
秦

威
陽
宮
開
照
天
新
　
　
威
陽
宮
開
照
天
新
た
な
り

宣
州
老
守
誅
奸
筆
　
　
宣
州
の
老
守
誅
奸
の
筆

又
使
後
人
哀
後
人
　
　
叉
後
人
を
し
て
後
人
を
哀
し
ま
し
む

転
句
の
厳
し
さ
は
江
西
詩
に
は
な
い
直
情
的
な
表
現
で
あ
る
。

こ
う
し
た
杜
牧
像
を
描
い
た
江
西
の
真
意
は
次
の
詩
作
に
よ
り
明
ら
か
に
な

２０
。

芍
薬
　
　
　
　
　
　
　
　
江
西
龍
派

黄
鵠
何
年
蜘

一
枝
　
　
黄
鵠
何
年
か
一
枝
を
蜘
へ

廣
陵
紅
薬
落
天
涯
　
　
廣
陵
の
紅
薬
を
天
涯
に
落
と
せ
り

東
風
憶
著
杜
書
記
　
　
東
風
に
憶
著
す
る
は
杜
書
記

酢
捲
珠
簾
箕
似
絲
　
　
酔
ひ
て
捲
く
珠
簾
箕
絲
に
似
た
り

宋
代
、
劉
敷

・
王
観
著
す
両

『芍
葉
譜
』
以
来
、
芍
薬
は
江
南
揚
州
を
代
表
す

る
景
物
で
あ
る
。
こ
の
七
絶
の
情
景
は
陸
亀
蒙
の
連
作

「春
思
二
首
」
詩
に
よ

スつ
。
竹
外
委
煙
愁
漠
漠
　
　
短
翅
嗜
禽
飛
塊
塊



此
時
憶
著
千
里
人
　
　
獨
坐
支
順
看
花
落

江
南
酒
熟
清
明
天
　
　
高
高
線
施
営
風
懸

誰
家
無
事
少
年
子
　
　
浦
面
落
花
猶
酔
眠

こ
の
二
首
は
江
南
の
風
景
を
詠
じ
た
も
の
と
し
て
、
杜
牧
詩
の
類
詩
と
し
て
禅

林
で
檜
爽
し
て
い
た
。
亀
蒙
の
描
く
江
南
の
景
の
中
、
江
西
の
憶
著
し
た
の
は

や
は
り
杜
牧
で
あ
り
、
そ
の
詩
作

「江
南
春
」

で
あ

っ
た
。
芍
薬
は
古
く
は

『詩
経
』
鄭
風

「湊
清
」
詩
に
よ
り
男
女
の
思
情
を
象
徴
す
る
花
で
も
あ

っ
た
。

放
埒
な
杜
牧
像
に
相
応
し
い
詩
題
で
あ
る
。
だ
が
江
西
は
花
盛
る
江
南
の
地
に

安
逸
を
貪
る
杜
牧
を
意
図
し
な
い
。

『
三
体
詩
法
幻
雲
抄
』
で
は

「江
南
春
」

詩
注
に
江
西
の
説
を
引
い
た
希
世
の
講
を
載
す
。

村
講
云
続
翠
ノ
義

二
上

ヘ
ハ
述
春
望
之
景
下
ノ
心

ハ
杜
牧
有
才
不
被
用
〆

人
ノ
幕
下
二
居
ホ
ト
ニ
腹
立
〆
書
ソ
酒
ウ
チ
飲
テ
寺

二
遊
テ
可
送
…
下

略
…

才
あ
れ
ど
世
に
用
い
ら
れ
ぬ
憤
憑
の
顕
れ
た
作
と
見
る
の
で
あ
る
。
江
西
は
杜

牧
の
詩
作
を
不
遇
の
士
の
憂
情
と
解
す
。
し
か
し
そ
の
姿
は
昔
日
の
放
蕩
と
老

後
の
諦
観
と
で
内
包
さ
れ
、
外
に
は
顕
れ
な
い
。
こ
れ
は
一
体
の
社
牧
像
と
も

密
接
に
繋
が
る
解
釈
で
あ
る
。

尚
、
芍
薬
に
杜
牧
を
併
せ
詠
す
る
例
は
南
江
宗
況
に
も
見
ら
れ
る
。

『花
上

集
』
に
採
ら
れ
、
謄
実
し
た
で
あ
ろ
う

「未
開
芍
薬
」
詩
の
一
二
句
に
は
、

楊
州
風
物
故
人
詩
　
　
楊
州
の
風
物
故
人
の
詩

我
有

一
叢
添
箕
絲
　
　
我
に
一
叢
の
髯
絲
を
添
る
有
り

と
あ
り
江
西
詩
に
類
似
す
る
。
前
掲
瑞
漢
詩
に
も

「紅
葉
」
の
語
が
見
え
る
。

や
は
り
建
仁
寺
友
社
周
辺
で
敷
衛
さ
れ
た
詩
題
で
あ
ろ
う
。

江
西
の
社
牧
賛
は
こ
の
一
作
に
留
ま
ら
な
い
。
杜
牧
の
逸
事
を
材
に
し
て
の

次
の
七
絶
も
注
目
さ
れ
る
。

春
湖
水
嬉
　
　
　
　
　
　
江
西
龍
派

官
船
載
妓
闇
清
晨
　
　
官
船
に
妓
を
載
し
清
晨
に
開
す

柳
色
初
深
湖
上
春
　
　
柳
色
初
め
て
深
し
湖
上
の
春

幕
府
少
年
無
杜
牧
　
　
幕
府
の
少
年
社
牧
を
お
い
て
無
く

多
情
黄
鳥
莫
蔵
身
　
　
多
情
の
黄
鳥
身
を
蔵
す
こ
と
莫
し合
績
繁
詩
藁
し

「芍
葉
」
詩
同
様
、
風
流
を
主
題
に
詠
じ
ら
れ
る
。

こ
の
七
絶
の
典
拠
は
、

『詩
人
玉
層
』
に
も
掲
載
さ
れ
た

『麗
情
集
』
な
る

書
物
の
次
の
説
話
に
求
め
ら
れ
る
。

大
和
末
、
杜
牧
自
侍
御
史
出
佐
沈
博
師
宣
城
幕
、
雅
聞
湖
州
篤
浙
西
名
郡
、

風
物
妍
好
、
且
多
麗
色
、
往
滸
之
。
時
師
史
佳
君
、
亦
牧
之
素
所
厚
者
、

頗
諭
其
意
、
凡
籍
之
名
妓
、
悉
篤
致
之
、
牧
殊
不
柩
所
望
。
佳
君
復
候
其

意
、
牧
日
、
願
得
張
水
戯
…
中
略
…
至
日
、
雨
岸
観
者
如
堵
、
造
暮
、
党

無
所
得
。
絡
罷
、
忽
有
里
姥
引
、
著
女
、
年
十
餘
歳
、
牧
熟
覗
之
、
日
、

此
員
國
色
。
…
中
略
…
吾
十
年
必
鶯
此
郡
、
若
不
末
、
乃
従
所
適
。
因
以

重
幣
結
之
。
…
中
略
…
大
中
三
年
、
移
授
湖
州
刺
史
、
此
至
郡
、
則
十
四

年
所
約
之
妹
、
已
従
人
三
載
、
而
生
二
子
焉
。
…
中
略
…
牧
詰
其
母
日
、

曇
既
許
我
実
、
何
篤
適
人
、
母
寿
日
、
向
約
十
年
不
末
而
後
嫁
、
嫁
已
三

年
臭
。
牧
仇
首
日
、
詞
也
直
、
張
而
不
詳
、
乃
澄
而
遺
之
。
因
篤
帳
別
詩

日
、

『自
恨
尋
芳
到
己
遅
、
往
年
曾
見
未
開
時
、
如
今
風
揺
花
狼
籍
、
緑

葉
成
陰
子
満
枝
』
…
中
略
…
故
東
披
烙
之
湖
州
、
戯
贈
華
老
詩
云
、

『亦

知
謝
公
到
郡
久
、
應
怪
杜
牧
尋
春
遅
。
髪
絲
只
可
封
諄
楊
、
湖
亭
不
用
張

水
嬉
』

曾
詩
人
玉
暦
』
巻
第
十
六
）



原
文
に
も
引
か
れ
て
い
る

「帳
別

（歎
花
ビ

詩
の
出
来
を
、
若
か
り
し
杜
牧

が
湖
州
で
舟
遊
び
を
催
し
た
折
、　
一
人
の
少
女
を
所
望
し
、
十
年
の
後
に
再
び

こ
の
地
に
刺
史
と
し
て
赴
い
た
時
、
手
に
入
れ
ん
こ
と
を
約
束
し
た
が
、
果
た

せ
な
か
っ
た
こ
と
を
歎
い
た
も
の
だ
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
物
語
は

『楊

州
夢
記
』
等
他
書
に
も
引
か
れ
、
杜
牧
を
語
る
上
で
の
有
名
な
逸
話
で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
禅
林
で
は
、
文
中
引
用
さ
れ
る
湖
州
を
詠
ん
だ
蘇
東
波
の
七

言
詩

「辮
之
湖
州
。
戯
贈
華
老

（将
に
湖
州
に
之
か
ん
と
す
。
戯
れ
に
華
老
に

贈
る
ビ

に
よ
っ
て
も
親
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。

路
之
湖
州
。
戯
鱈
華
老
　
　
蘇
東
城

餘
杭
自
是
山
水
窟
　
　
灰
聞
臭
興
更
清
組

…
…
中
略
…
…

亦
知
謝
公
到
郡
久
　
　
應
怪
杜
牧
尋
春
遅

髪
絲
只
可
封
祀
楊
　
　
湖
亭
不
用
張
水
嬉

最
尾
二
連
、
江
西
詩
と
は

「帳
別
」

「遺
懐
」
詩
等
、
引
用
の
詩
語
ま
で
一
致

す
る
。
東
装
の
鑑
賞
の
影
響
を
受
け
て
の
詩
作
で
あ

っ
た
可
能
性
も
大
き
い
。

以
上
、
応
永
期
前
後
の
禅
林
詩
壇
の
社
牧
の
別
集
受
容
と
、
当
時
名
を
馳
せ

た
建
仁
寺
周
辺
の
詩
僧
の
作
品
を
検
索
し
て
き
た
。
東
披
詩
の
影
響
も
あ

っ
て

か
杜
牧
像
は

「風
流
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
で
あ

っ
た
。
そ
の

中
で
江
西
は
既
成
の
詩
旬
に
新
解
釈
を
施
そ
う
と
し
た
点
で
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
江
西
と
雖
も

『詩
人
玉
層
』
等
で
筆
を
費
や
さ
れ
た
一
面
か
ら
脱
却
し
得

な
い
。
老
社
に
対
す
る
小
社
と
し
て
の
本
領
で
あ
る
社
会
性
や
、
歴
史
論
者
と

し
て
の
側
面
へ
の
関
心
は
希
薄
で
、
い
わ
ゆ
る

「艶
話
」
ば
か
り
が
強
調
さ
れ

た
観
が
あ
る
。
社
牧
像
に
新
た
な
評
価
を
見
出
し
た
独
創
的
な
詩
作
は
や
は
り

少
な
く
、

「姪
色
」
と
し
て
の
姿
に
類
型
化
さ
れ
る
弊
害
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

っ

た
と
い
え
る
。

四

し
か
ら
ば
、
こ
う
し
た
類
型
に
留
ま
ら
ず
、
多
角
的
視
野
で
杜
牧
を
賛
し
た

一
体
の
傾
慕
に
は
い
か
な
る
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
五
山

詩
僧
と
の
交
渉
が
確
認
さ
れ
な
い
今
、
そ
こ
に
南
江
宗
況

（
一
三
八
七
―

一
四

六
三
）
と
の
交
友
が
強
く
は
た
ら
い
て
い
た
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま

い
。南
江
は
唯

一
、　
一
体
と
の
交
友
が
確
実
視
さ
れ
る
五
山
の
学
僧
で
あ
る
。

詩
作
を
江
西
龍
派
に
学
ん
だ
こ
と
が
相
互
の
詩
集
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

補可いつ五御駐雌鮮叫蹴雌測べ奔」だ一』“潮罐一４〓”は行』棗獅吻

し
か
し
出
奔
後
、
南
江
の
優
れ
た
五
山
詩
僧
と
し
て
の
名
声
が
叢
林
で
後
代
も

保
た
れ
て
い
た
こ
と
は
、
横
川
景
三
撲

『百
人
一
首
』
や
、
横
川
命
名
の

『花

上
集
』
、
更
に
近
世
初
頭
、
金
地
院
崇
伝
ら
の
撰
し
た

『翰
林
五
鳳
集
』
へ
の

作
品
の
採
録
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
南
江
が
、
王
維
詩
と
と
も
に
杜
牧
詩
を

尊
ん
で
い
た
こ
と
が

『蔭
涼
軒
日
録
』
延
徳
四
年
二
月
十
一
日
の
記
事
か
ら
推

量
さ
れ
る
。

…
前
略
…
夜
末
九
峯
末
。
打
話
回
レ燎
勤
レ盃
。
峰
話
云
。
南
江
翁
貧
ユｙ

天
隠
和
筒
一云
参
レ詩
須
レ参
二王
維
杜
牧
詩
一。
…
後
略
‥

天
隠
龍
澤
に
語
っ
た
と
い
う
南
江
没
後
の
こ
の
記
事
は
、
彼
の
死
後
も
禅
林
に

お
い
て
、
そ
の
名
声
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
資
料
と
も
な
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
は
ど
杜
牧
詩
を
尊
ん
だ
南
江
の
詩
題
や
詩
旬
に
そ
の
影
響
を
見

出
す
こ
と
は
難
し
い
。
前
掲

「未
開
芍
葉
」
詩
の
他
に
は
唯
一
、
国
立
国
会
図

書
館
所
蔵
義
軒
文
庫
の

『鴎
巣
贖
稿
』
に

「茶
園
落
花
固
」
と
い
う
七
絶
で
見



ら
れ
る
の
み
な
の
で
あ
る
。

茶
園
落
花
固
　
　
　
　
南
江
宗
況

童
子
湘
茶
鶴
避
姻
　
　
童
子
は
茶
を
湘
し
鶴
は
姻
を
避
く

僣
簾
風
渡
落
花
前
　
　
僣
簾
風
渡
る
落
花
の
前

一
吟
愁
殺
杜
書
記
　
　
一
吟
愁
殺
す
杜
書
記

憶
向
春
棲
報
夜
全
　
　
憶
ひ
春
模
に
向
ひ
て
夜
全
に
報
ず

詩
題

「茶
園
」

は
茶
姻
に
通
じ
る
。
前
掲
、
杜
牧
の

「題
祀
院

（酔
後
題
檜

院
ビ

詩
の
結
旬
、

茶
姻
軽
賜
落
花
風

を
具
象
化
し
た
こ
の
詩
材
は
、
江
西
龍
派

『
琢
庵
集
』
所
収
、
管
領
細
川
満
元

の
売
去
賤
椰
赫
馘
料
胸
は
発
、
　

江
西
龍
派

人
間
萬
蔓
韓
頭
空
　
　
人
間
萬
支
韓
頭
す
る
も
空
し

春
夢
無
離
古
寺
中
　
　
春
夢
離
も
無
し
古
寺
の
中

営
日
摯
杯
人
不
見
　
　
営
日
杯
を
摯
ぐ
る
も
人
見
え
ず

残
檜
獨
立
落
花
風
　
　
残
信
獨
り
立
つ
落
花
の
風

と
も

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
禅
院

・
僧
院
と
い
う
共
通
点
か
ら
か
、
牧
之

「題
薄
院

（酢
後
題
檜
院
ビ
　
の
詩
句
は
こ
れ
ら
の
他
に
も
本
国
五
山
で
多
く

転
用
さ
れ
て
お
り
、
個
性
的
な
作
詩
で
は
な
い
。
し
か
し
杜
牧
詩
と
南
江
宗
況

の
関
連
を
無
視
で
き
な
い
の
は
、
両
者
の
詩
作
の
次
の
共
通
項
に
注
目
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、

「落
塊
江
湖
」
の
思
い
な
の
で
あ
る
。

遺
懐
　
　
　
　
　
　
　
杜
牧

落
暁
江
湖
載
酒
行
　
　
楚
腰
腸
断
掌
中
軽

十
年

一
覺
揚
州
夢
　
　
扇
得
青
棲
薄
倖
名

「落
醜
江
湖
」
は
右
掲
、
杜
牧

「遺
懐
」
詩
の
起
旬
に
見
ら
れ
る
詩
語
で
あ

る
。
そ
の
解
釈
は
、
古
く

『楊
州
夢
記
』
等
で
人
口
に
胎
実
し
た
妓
楼
の
遊
蕩

児
た
る
牧
之
の
追
億
の
詠
と
な
す
。

一
方
、　
製
耐
人
玉
層
』
と
並
ん
で
広
く
読

ま
れ
た
、
元
代
、
千
済
編

『
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
』
の

「
用
十
年
字
格
」
項
に

劉
高
錫

「宿
都
亭
」
詩
や
杜
荀
鶴

「
哭
貝
船
」
詩
と
共
に
収
め
ら
れ
た
こ
の
七

絶
、
本
国
禅
林
で
は
十
年
の
放
浪
を
題
し
た
も
の
と
し
て
更
に
著
名
で
あ

っ
た
。

先
述
、
瑞
漢
周
鳳
の
七
絶
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
杜
牧
像
で
あ
る
。
そ
し
て
十

年
の
放
浪
―
―
流
落
江
湖
の
詩
材
を
最
も
多
く
用
い
て
い
る
の
が
南
江
な
の
で

あ
る
。
花
下
話
薔
　
　
　
　
　
南
江
宗
況

漂
泊
江
湖
吟
思
衰
　
　
江
湖
に
漂
泊
し
て
吟
思
衰
ふ

十
年
前
蔓
只
君
知
　
　
十
年
前
蔓
只
君
知
る
の
み

繰
禽
蹴
落
燕
支
雪
　
　
総
禽
は
蹴
落
と
す
燕
支
の
雪

内
薬
毎
春
鎗
幾
詩
　
　
内
薬
春
鎗
き
る
毎
に
幾
の
詩
ぞ

こ
の
七
絶
は
、
南
江
の
詩
集

『漁
庵
小
稿
』
に
見
え
る
連
作
の
一
首
で
あ
る
。

漢
詩
の
世
界
に
あ

っ
て

「漂
泊
江
湖
」
と
い
え
ば
当
然
、
杜
甫
が
連
想
さ
れ
る

は
ず
で
あ

っ
た
。

開
塞
極
天
唯
鳥
道
　
　
江
湖
満
地

一
漁
翁

（
杜
甫

「秋
興
八
首
」
七
）

自
ら
を
、
広
大
な
江
湖
を
漂
泊
す
る
独
漁
翁
に
喩
え
た
の
は
、
老
杜
、
菱
州
以

後
の
辛
い
時
代
で
あ

っ
た
。
し
か
し
杜
甫
の
漂
泊
は
、

獨
舟

一
繋
故
園
心

（
杜
甫

「秋
興
八
首
」

一
）

ひ
た
す
ら
帰
る
べ
き
故
郷
を
求
め
て
の
放
浪
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
晩
唐
期
の

杜
牧
に
な
る
と
、
老
杜
詩
の
影
響
を
強
く
う
け
な
が
ら
自
ら
の
旅
を
杜
甫
に
比

し
、
反
郷
し
、
自
作
の
中
に
止
揚
す
る
こ
と
を
得
た
。
社
甫
の
反
定
立
と
し
て
、



官
職
を
辞
し
扁
舟
に
乗

っ
て
去

っ
た
疱
叢
の
如
き
自
由
の
境
地
を
示
す
江
湖
も
、

当
然
杜
牧
の
中
で
理
解
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
詩
例
を

『
三
体

詩
』
か
ら

一
首
あ
げ
て
お
く
。

題
宣
州
開
元
寺
水
閣
　
　
杜
牧

六
朝
文
物
草
連
空
　
　
天
淡
雲
開
今
古
同

鳥
去
鳥
末
山
色
裏
　
　
人
歌
人
哭
水
馨
中

深
秋
簾
幕
千
家
雨
　
　
落
日
棲
菫

一
笛
風

個
帳
無
因
見
疱
議
　
　
参
差
煙
樹
五
湖
東

一
連
の
南
江
の
作
で
も
杜
甫
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
そ
の
詩
句
は
小
社
の
詩
情
に
重
な
る
も
の
の
少
な
く
な
い
。
そ
れ
は
南

江
が
他
の
五
山
僧
と
異
な
り
、
自
ら
望
ん
で
実
際
放
浪
の
経
験
を
持

っ
た
こ
と

に
も
関
連
が
あ
ろ
う
。
そ
の
霧
旅
の
様
は
、
江
西
龍
派

『績
翠
詩
集
』
所
収
の

律
詩

「謝
南
江
上
人
見
訪
江
州
作
」
に
詳
し
い
。
江
西
か
ら
南
江
へ
の
高
い
評

価
を
裏
付
け
る
一
作
で
も
あ
る
。

流
落
江
湖
無
定
居
　
　
江
湖
に
流
落
し
居
を
定
む
る
無
く

毎
怜
末
慰
夜
燈
孤
　
　
怜
し
く
末
る
毎
に
夜
燈
の
孤
な
る
を
慰
む

人
皆
白
眼
君
青
眼
　
　
人
皆
自
眼
君
青
眼

昔
曾
南
湖
今
北
湖

　

昔
曾
て
南
湖
今
北
湖

霞
偏
相
追
凌
汗
漫
　
　
霞
偏
相
追
ひ
て
汗
漫
を
凌
ぎ

鉄
心
幾
欲
試
崎
嘔
　
　
鉄
心
幾
か
欲
す
崎
嘔
を
試
み
ん
と

層
雲
何
似
酬
高
義

　

層
雲
何
ぞ
似
た
り
高
義
に
酬
ふ
こ
と
に

風
葉
擁
鉄
吟
撚
毅
　
　
風
葉
映
を
擁
き
て
吟
じ
て
家
を
撚
ず

こ
う
し
た
南
江
の
漂
泊
の
詩
作
で
、
杜
牧
の
詩
句
に
発
想
を
得
た
も
の
を
更
に

二
例
あ
げ
て
お
く
。

五
山
詩
壇
で
人
口
に
謄
実
し
た
と
い
う

「或
寄
需
需
斎
銘
、
序
辞
而
還
之
」

∩
漁
庵
小
稿
し

詩
の
二
三
句
、

十
年
疎
瀬
硯
吹
塵
　
　
十
年
疎
瀬
硯
塵
を
吹
く

江
湖
手
熟
釣
竿
雨
　
　
江
湖
手
は
熟
す
釣
竿
の
雨

は

『聯
珠
詩
格
』
に
も
採
ら
れ
た

「途
中

一
組
」
詩
の
転
旬
、

個
帳
江
湖
釣
竿
手

と
。
南
江

「辛
未
初
春
入
観
心
詠
二
十
篇
」

（
同
右
）
の
第

一
作
の
承
句
、

十
年
蓑
笠
薔
生
涯
　
　
十
年
蓑
笠
旧
生
涯

な
ど
は
、
小
杜

「齋
安
郡
晩
秋
」
詩
の
尾
聯
、

可
隣
赤
壁
争
雄
渡
　
　
唯
有
蓑
翁
坐
釣
魚

の
情
景
に
非
常
に
接
近
し
て
い
る
。
南
江
の
好
ん
で
詠
じ
た

「漁
翁
」
の
姿
は
、

禅
林
で
は
普
通
、
著
名
画
題

「寒
江
独
釣
図
」
を
生
ん
だ
、
柳
宗
元
の
五
言
絶

句

「江
雪
」
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
。

江
雪
　
　
　
　
　
柳
宗
元

千
山
鳥
飛
紹
　
　
萬
径
人
離
減

孤
舟
蓑
笠
翁
　
　
獨
釣
寒
江
雪

し
か
し
、
永
州
流
諾
中
、
時
勢
を
堪
え
忍
ぶ
子
厚
の
心
情
を
具
象
し
た
如
き
厳

寒
の
漁
翁
は
、
漂
泊
と
は
対
極
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
南
江
は
こ
う
し
た

「漁
翁
」
像
も
踏
ま
え
、
社
牧
の
描
出
し
た

「漁
翁
」
に
よ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

南
江
の
社
牧
へ
の
思
い
は
、

一
体
の
詩
作
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

『
狂
雲
詩
集
』
か
ら
南
江
に
寄
せ
た
七
絶
を
あ
げ
る
。

寄
南
江
山
居

８６
天
下
禅
師
嫌
過
人
　
　
天
下
の
禅
師
人
を
廉
過
す

黒
山
鬼
窟
弄
精
神
　
　
黒
山
の
鬼
窟
に
て
精
神
を
弄
す

平
生
杜
牧
風
流
士
　
　
平
生
杜
牧
は
風
流
の
士



吟
断
二
喬
銅
雀
春
　
　
吟
じ
断
つ
二
喬
銅
雀
の
春

転
句
以
下
、

「赤
壁
」
詩
を
材
に
杜
牧
に
喩
え
た
の
は
南
江
の
杜
牧
嗜
好
を
心

得
て
い
た
こ
と
、
常
に

「風
流
」
な
詩
情
を
持
ち
続
け
た
牧
之
を
例
に
、
そ
の

放
浪
の
生
活
を
慰
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

南
江
に
共
通
す
る
江
湖
流
落
の
詩
題
は
一
体
に
も
数
多
い
。　
個
以
戒
」
詩
三

首
を
引
用
し
て
お
く
。

７９８
扶
桑
艶
簡
散
文
鮮
　
　
扶
桑
の
艶
簡
散
文
鮮
し

吟
杖
清
高
雲
月
天
　
　
吟
杖
清
高
雲
月
の
天

流
落
江
湖
風
雨
枕
　
　
江
湖
を
流
落
す
風
雨
の
枕

詩
情
自
折
十
余
年
　
　
詩
情
自
ら
折
く
十
余
年

硼
瓢
零
狂
客
也
何
之
　
　
瓢
零
狂
客
也
何
に
か
之
く

十
字
街
頭
笛

一
枝
　
　
十
字
街
頭
笛

一
枝

多
病
残
生
無
気
力
　
　
多
病
残
生
気
力
無
し

新
吟
断
愧
老
来
詩
　
　
新
吟
漸
愧
す
老
来
の
詩

８００
悪
詩
題
取
記
吾
曽
　
　
悪
詩
に
題
取
し
て
吾
が
曽
を
記
す

儒
雅
風
流
破
戒
僧
　
　
儒
雅
の
風
流
破
戒
の
僧

吟
断
十
年
樵
屋
底
　
　
吟
じ
断
つ
十
年
樵
屋
の
底

山
林
暗
夜
対
残
灯
　
　
山
林
の
暗
夜
残
灯
に
対
す

昔
年
の
回
想
、
十
年
の
断
吟
と
い
う
点
で
杜
牧
の
前
掲

「遺
懐
」
詩

「題
薄

院
」
詩
等
の
発
想
に
酷
似
し
て
い
る
。

社
甫
、
柳
宗
元
や
蘇
戟
も
旅
に
死
ん
だ
文
人
と
し
て
、
強
く
詩
情
を
か
き
た

て
た
。
大
應

・
大
燈
両
国
師
の
二
十
年
に
わ
た
る
風
演
水
宿
や
、
船
子
和
尚

・

岩
頭
和
尚
ら
の
事
蹟
も
理
解
さ
れ
て
い
た
。
だ
が

一
体
の
流
落
江
湖
も
漂
泊
の

た
め
の
落
醜
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
南
江
同
様
、
杜
牧
詩
の
享
受
が
大
き
な
契
機
　
０

に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

五

次
に
一
体
の
社
牧
詩
享
受
の
特
異
な
も
の
と
し
て
一
例
、
題
詠
詩

「蒲
湘
八

景
」
詩
の
一
作
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

『
狂
雲
詩
集
』
に
は
八
景
が

一
景
に

つ
き
二
作
ず
つ
、
計
十
六
首
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の

「山
市
晴
嵐
」
詩

に
杜
牧
詩
の
投
影
が
見
ら
れ
る
。

山
市
晴
嵐

翻
山
頭
紫
隋
俗
塵
紅
　
　
山
頭
の
紫
隋
俗
塵
紅
し

間
市
忽
々
嵐
際
風
　
　
聞
市
忽
々
た
り
嵐
際
の
風

商
女
休
歌
亡
国
曲
　
　
商
女
歌
ふ
こ
と
を
休
め
よ
亡
国
の
曲

愛
財
家
業
興
難
窮
　
　
財
を
愛
す
る
家
業
興
窮
ま
り
難
し

風
光
明
媚
な
蒲
湘
近
く
の
山
市
に
、　
一
体
自
身
の
眼
前
に
広
が
る
闇
々
た
る
洛

中
の
商
市
の
光
景
を
引
導
し
、
財
を
愛
す
商
人
の
稼
業
を
、

名
利
に
走
る
当

時
の
五
山
僧
へ
の
風
刺
、
批
判
を
込
め
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
針
琳
作
品
の

八
景
詩
史
上
で
の
独
自
性
は
、
朝
倉
尚
氏
が
既
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
七

絶
で
は

『
三
体
詩
』
に
収
め
ら
れ
た
小
杜

「泊
秦
淮
」
詩
を
用
い
、
新
た
な
情

景
を
作
り
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

泊
秦
淮
　
　
　
　
　
　
杜
牧

姻
籠
寒
水
月
籠
沙
　
　
夜
泊
秦
淮
近
酒
家

言
女
不
知
亡
國
恨
　
　
隔
江
猶
唱
後
庭
花

転
句

「商
女
」
は
妓
女
、
娼
女
の
こ
と
で
あ
る
。
杜
牧
詩
で
は
、
妓
女
の
声
に

感
を
発
し
た
詩
人
の
心
情
、
時
の
移
ろ
い
へ
の
感
懐
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る



の
に
対
し
、　
一
体
詩
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
、
社
会
批
判
に
重
点
が
お
か
れ
、

表
現
も
直
裁
に
な
っ
て
い
る
。
社
牧
の
憂
国
、
悲
憤
の
情
を
考
慮
し
て
、
こ
の

よ
う
な
転
換
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
こ
の
一
体
詩
は
、
題
詠
で

は
あ
り
な
が
ら
杜
牧
を
賛
す
る
要
素
の
強
い
こ
と
も
窺
え
る
。

六

最
後
に
　ヽ
一
体
の
実
際
の
賛
詩
が
い
か
な
る
形
態
で
あ
っ
た
の
か
―
―
画
賛

で
あ
っ
た
の
か
否
か
―
―
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
く
。

希
世
霊
彦

『村
庵
藁
』
に

「杜
牧
湖
亭
水
嬉
固
」
と
い
う
画
賛
が
収
め
ら
れ

スυ。

杜
牧
湖
亭
水
嬉
固
　
　
　
希
世
壷
彦

牧
之
双
髯
未
絲
時
　
　
牧
之
の
双
髯
未
だ
絲
な
ら
ざ
る
時

心
是
蛾
眉
非
水
嬉
　
　
心
是
れ
蛾
眉
に
あ
り
て
水
嬉
に
あ
ら
ず

湖
面
御
勝
人
面
白
　
　
湖
面
御
つ
て
勝
る
人
面
の
自
き
こ
と
に

恨
君
乞
郡
十
年
遅
　
　
恨
む
君
郡
を
乞
ひ
て
十
年
遅
れ
し
を含
村
庵
藁
し

希
世
に
は
度
々
朱
批
を
加
え
た
江
西
の

「春
湖
水
嬉
」
七
絶

（前
掲
）
と
同
材

で
あ
る
此
詩
、
建
仁
寺
両
足
院
本

『雪
菓
集
』
で
は
、
嘉
吉
元
年
の
年
記
が

あ
る
。
将
軍
、
足
利
義
教
が
赤
松
満
祐
に
暗
殺
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
嘉
吉
の
乱

『の範腱講躊け島一ｒ蒔峰げ酬牌部は燕鼎”“］甜略̈
澤動赫』的絆

で
も
大
き
な
変
動
の
あ

っ
た
年
に
あ
た
る
。
そ
う
し
た
事
情
も
あ

っ
て
か
、
記

録
類
か
ら
こ
の
二
作
の
関
連
を
探
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
例
か
ら
も
杜
牧
が
画
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
事
実
は
あ
る
も
の
の
、

現
在
そ
の
構
図
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
管
見
で
は
此
の
画
題
、
希
世

詩
に
一
首
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
或
は
江
西
も
含
む
べ
き
か
。
ま
た
前
に
も
述

べ
た
如
く
、
義
堂
の

「墨
竹
」
画
及
び
南
江
の

「茶
園
落
花
固
」
も
不
詳
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
作
に
も
ま
し
て
一
体
の
社
牧
賛
は
、
そ
の
内
容
に
画
師

へ
の
配

慮
と
い
っ
た
、
多
く
の
画
賛
に
見
ら
れ
る
絵
画
的
側
面
の
希
薄
な
こ
と
か
ら
、

具
体
的
な
絵
柄
は
想
定
で
き
な
い
。

時
代
が
降
り
横
川
景
三
や
彦
龍
周
興
ら
室
町
後
期
の
詩
僧
に
は
、
呉
興
を
詠

ん
だ
牧
之
に
着
日
し
、
彼
地
の
名
跡

「鎗
暑
棲
」
を
材
に
し
た
「杜
牧
消
暑
模
」

た
る
詩
題
も
見
え
る
。
し
か
し

「杜
甫
騎
盛
固
」

「東
城
戴
帽
固
」
等
の
如
き

確
立
し
た
画
題
の
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
画
賛
を
否
定
す
る

明
確
な
傍
証
も
な
い
現
在
、
今
後
更
に
新
し
い
考
察
を
侯
た
ね
ば
な
る
ま
い
。

結

以
上
、
幾
つ
か
の
面
か
ら
、　
一
体
の
杜
牧
詩
の
受
容
と
自
作

へ
の
利
用
に
つ

い
て
考
察
し
て
き
た
。
中
国
宋
代
に
お
い
て
杜
牧
は
実
に
多
様
に
描
か
れ
、
多

面
な
詩
文
を
残
し
た
作
家
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
唐
土
の
詩
文
論
を
好
ん

で
受
容
し
た
本
国
で
は
そ
の
多
彩
さ
故
に
同

一
性
が
確
立
さ
れ
ず
、
し
た
が

っ

て
賛
詩
の
作
製
に
も
制
約
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、　
一
体
は
実
に
豊
か
な
杜
牧
像
を
引
出
し
、
自
ら
に
引
き
合

わ
せ
発
想
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
。

一
体
に
と

っ
て
杜
牧
の
多
面
性
は
理
解
し
難

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
他
の
五
山
詩
僧
に
は
見
ら
れ
な
い
多
く
の

賛
詩
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
と
い
え
る
。
だ
が
か
か
る
理
解
の
礎
と
な
る
大
陸

文
学
受
容
の
面
で
、
五
山
詩
文
壇
、
特
に
建
仁
士
霊
泉
院
友
社
の
江
西
龍
派
、

或
は
南
江
宗
況
ら
と
の
交
渉
が
必
要
で
あ

っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
江
西
に

51



よ
っ
て
集
成
さ
れ
た
杜
牧
像
は
南
江
や

一
体
を
通
じ
、
よ
り
拡
大
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
五
山
文
学
史
か
ら

一
体
を
外
し
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
独
自
性
は
五
山
詩
壇
で
の
裏
付
が
な
さ
れ
、
初
め
て
正
当
に
理
解
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

一
体
の
五
山
と
の
交
渉
は
、
そ
の
解
明
を
今
後
に
侯
つ
所
が
大
き
い
。
更
に

異
な
る
詩
材
、
詩
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
文
学
的
背
景
を
究
明
し
て
い
く

こ
と
が
、　
一
体
像
解
明
の
た
め
に
も
重
要
な
足
掛
と
な
る
だ
ろ
う
。

〔注
〕
（１
）

『狂
雲
集
』
本
文
は
、
伊
藤
敏
子
氏

「考
異
狂
雲
集
」

（『大
和
文
華
』
第
四

十
一
号
　
昭
和
三
十
九
年
）
に
よ
っ
た
。
作
品
番
号
も
氏
に
従
っ
て
附
し
た
。
尚
、

「狂
雲
集
　
詩
」
部
以
降
に
含
ま
れ
る
詩
に
つ
い
て
は
、
稿
中
、
便
宜
上

『狂
雲

詩
集
』
の
名
称
で
統

一
し
て
い
る
。

（２
）

『中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』

（思
文
閣
出
版

『芳
賀
幸

四
郎
歴
史
論
集
一一Ｅ
　
昭
和
五
十
六
年
）

（３
）

（５
）

同
右

（４
〉

『
一
休
宗
純
真
蹟
集
』

（講
談
社
　
昭
和
五
十
五
年
）
所
収

「新
修

一
体
宗
純

年
譜
」

（山
田
宗
敏
編
）
を
参
照
し
た
。

（６
）

小
西
甚
一
氏

「
良
基
と
宋
代
詩
論
」

（『語
文
』
第
十
四
号
　
昭
和
三
十
年
）

増
田
欣
氏
¨
「
良
基
連
歌
論
と
詩
人
玉
層
―
字
眼
の
説
を
中
心
と
し
て
―
」

（『文

学
・
語
学
』
第
二
号
昭
和
三
十
一
年
）

（７
）

続
群
書
類
従
本
で
は
下
三
句

「儒
雅
家
風
無
一
鮎
、
詩
情
建
色
紫
雲
前
」
に
な

ｔ

（８
）

『狂
雲
集
』
４
５
５

（「東
波
像
じ

８
３
２

（「山
谷
像
し

（９
）

『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻

「南
江
宗
況
集
」
解
題

（東
京
大
学
出
版
会
　
昭

和
四
十
七
年
）

（１０
）

中
本
環
氏

「
一
体
純
と
南
江
宗
況
―

一
体
の
文
学
的
環
境
。
そ
の
一―
」
令
尾

道
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
十
六
集
　
昭
和
四
十
二
年
）

（１１
）

『績
翠
詩
藁
』

（『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
こ

で
は

「源
京
テ
捐
館
后
、
過

所
松
公
作
」
と
の
注
記
あ
り
。
希
世
霊
彦

『村
庵
藁
上
』

（『
五
山
文
学
新
集
』

第
二
巻
）
に
も

「花
下
感
奮
聴
松
公
莞
之
明
年
春
、
江
西
・
心
田
来
訪
」
と
い
う

七
絶
が
あ
る
。
江
西
の
作
も
こ
の
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
引
用
し
た
七
絶
の
契

機
に
関
し
て
、

「細
川
満
元
と
北
山
文
化
」
と
題
さ
れ
た
米
原
正
義
氏
の
論
孜
が

あ
る
。　
Ｓ
国
学
院
雑
誌
』

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
）

尚

「岩
栖
」
は
東
山
の
岩
栖
院
鶴
鳴
庵
で
、
希
世
の
庵
で
あ
る
。

（・２
）

『禅
林
の
文
学
』

（清
文
堂
　
昭
和
六
十
年
）
第
一
章
・
第
一
節
。

（・３
）
　
『建
内
記
』

（『大
日
本
百
記
録
』
三
―
十
）
嘉
吉
元
年
八
月
十
三
日
参
照
。

―
―
大
阪
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
在
学
―
―


